（評定１号様式）

耐震診断等評定申込書

平成　年　月　日

特定非営利活動法人 

耐震総合安全機構　JASO　御中

申込者　　名　称

所在地

代表者名

代理者　　名　称

所在地

代表者名

下記のとおり判定を申し込みます。
1．判定区分　　　□ 耐震診断　　　□ 補強計画　　　□ 総合(耐震診断･補強計画）
2．判定の目的　　□ 計画認定申請　□ 補助金申請　　□ その他（　　　　　　　）
3．判定対象建物

名　称

所在地

所有者

設計者

施工者

（建物の概要）

主要用途

地上　階、地下　階、塔屋　階

軒高　　　　　　　　　ｍ

構造　　　　　　　　　造

延床面積　　　　　　　㎡

竣工年月　　　　　年　月

4．実施会社

会社名

所在地

担当部署名

担当者氏名　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　ＦＡＸ

E-Mail
（ＪＡＳＯ記入欄）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（評定2号様式）
耐震診断結果概要書
	診断実施者
	事務所名
担当者（構造）
	　

資格：
	TEL
FAX
	

	
	事務所名

担当者（意匠）
	　

資格：
	TELFAX
	

	建物概要
	(1)建物名称
	

	
	(2)所在地
	
	(3)用　途
	

	
	(4)構造・規模
	造　　　　　　地上　　階　・　地下　　階　・　PH　　階

	
	
	特徴：

	
	
	意匠図：有・無　　構造図：有・無　　構造計算書：有・無　　現況図：有・無

	
	(5)建設年月
	昭和　　年　　月　（築後　　年）

	
	(6)面　積
	建築面積　　　　　m2　・　延面積　　　　　m2　・　診断対象　　　　　m2

	
	(7)高　さ
	軒高　　　　m　・　1階　　　　m　・　基準階　　　　　m

	
	(8)桁行×梁間　全長　　　m

(桁行ｽﾊﾟﾝ×梁間ｽﾊﾟﾝ　　　m)
	×

（　　　　　×　　　　　）
	スパン数
	×

	
	(9)地　盤
	表層（　　　　　　　　　　）　・　支持層（　　　　　　　　　　）GL-　　m

	
	(10)基　礎
	杭基礎　　　　　　　　　　　　　　直接基礎

	現地調査結果

及び材料強度
	(1)コンクリート
	設計基準強度

Fc＝
　　～
　　Kg/cm2
各階の圧縮試験強度平均値
Xmean＝
　　～
　　N/mm2
標準偏差


σ＝
　　～
　　N/mm2

診断時強度

Fc＝
　　～
　　N/mm2

	
	(2)鉄　筋
	主筋　　　　　　　　　　　　　　　診断時降伏点強度　σy＝　　　　N/mm2
帯筋　　　　　　　　　　＠　　　　診断時降伏点強度　σy＝　　　　N/mm2

	
	(3)鉄　骨
	診断時降伏点強度　σy＝

N/mm2

	
	(4)中性化深さ
	平均（　　　　　cm）　・　最大（　　　　　cm）

	判定指標
	(1)Iso
	
	(2)CTU・SD
	

	Is指標値

CTU・SD値
	経年指標　T=

	
	階
	X方向
	Y方向

	
	
	E0
	SD
	Is
	CTU・SD
	判定
	E0
	SD
	Is
	CTU・SD
	判定

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（注）　診断値は正加力時、負加力時の小なる値　　　　・S造ではCTU・SD欄はq欄とする

	電算ソフト
	
	診断次数（　　　　　　　　　　　）

	考　察
	(1)建物の構造的特徴



	
	(2)診断で判明した耐震性能上の問題点



	備　考
	


（評定3号様式）           　　　補強計画等の概要書
	補強設計者
	事務所名
	
	TEL
	

	
	担当者（構造）
	　　　　　　　　　　　資格：
	FAX
	

	
	事務所名
	
	TEL
	

	
	担当者（意匠）
	　　　　　　　　　　　資格：
	FAX
	

	建物概要
	(1)建物名称
	

	
	(2)所在地
	
	(3)用　途
	

	
	(4)構造・規模
	造　　　　　　地上　　階　・　地下　　階　・　PH　　階

	
	
	意匠図：有・無　　構造図：有・無　　構造計算書：有・無　　現況図：有・無

	
	
	特徴：

	
	(5)竣工年月
	　　　　　　　年　　月　（竣工後　　年）

	
	(6)面　積
	建築面積　　　　　m2　・　延面積　　　　　m2　・　診断対象　　　　　m2

	
	(7)高　さ
	軒高　　　　m　・　階高　1階　　　　m　・　基準階　　　　　m

	
	(8)桁行×梁間　全長　(m)

(標準桁行ｽﾊﾟﾝ×梁間ｽﾊﾟﾝ　m)
	×

（　　　　×　　　　）
	スパン数
	×

	
	(9)地　盤
	表層（　　　　　　　　　　）　・　支持層（　　　　　　　　　　）GL-　　m

	
	(10)基　礎
	杭基礎（杭種）　　　　　　　直接基礎（独立・布・ベタ）　　　

	現地調査結果

及び材料強度
	(1)コンクリート
	設計基準強度

Fc＝
　　～
　　㎏/c㎡
各階の圧縮試験強度平均値
Xmean＝
　　～
　　N/mm2
標準偏差


σ＝
　　～
　　N/mm2

診断時強度

Fc＝
　　～
　　N/mm2

	
	(2)鉄　筋
	主筋　　　　　　　　　　　　　　　診断時降伏点強度　σy＝　　　　N/mm2
帯筋　　　　　　　　　　＠　　　　診断時降伏点強度　σy＝　　　　N/mm2

	
	(3)鉄　骨
	診断時降伏点強度　σy＝

N/mm2

	
	(4)中性化深さ
	平均（　　　　cm）　・　最大（　　　　cm）

	診断で判明した

耐震性能上の問題点　
	

	補強目標等
	(1)Iso
	
	(2)CTU・SD
	
	(3)Ｚ
	

	補強計画
	(1)補強方針

(2)補強工法・補強材料
X方向：
Y方向：
	(3)補強壁・鉄骨ブレース等の枚数

	
	
	階
	X方向
	Y方向

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	電算ソフト
	
	診断次数（　　　　　　　　　　　　　　）

	補強前後の

Is指標値

CTu・SD値
	経年指標　T=

	
	Ｘ方向
	階
	補強前
	補強後

	
	
	
	E0
	SD
	Is
	CTu・SD
	判定
	E0
	SD
	Is
	CTu・SD
	判定

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	（注）　診断値は正加力時、負加力時の小なる値　　・S造ではCTU・SD欄はq欄とする

	
	Y方向
	階
	補強前
	補強後

	
	
	
	E0
	SD
	Is
	CTu・SD
	判定
	E0
	SD
	Is
	CTu・SD
	判定

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	備　考　
	


（評定4号様式）
評定経過報告書
	日時
	
	区分
	ＪＡＳＯ判定会議
	委員

	
	
	
	第　回評定部会
	

	建物名称
判定区分
	
	回答者
	
	

	
	
	
	
	

	備考
	提出資料等

	No
	指摘事項・検討事項（質問等を含む）
	回答および処置（添付資料）
	資料頁

	
	
	
	


耐震診断等評定申込書（評定1号様式）　記入上の注意

申込者
申込者は建物の所有者または区分所有者の代表者とする。これは「評定書」の宛先になる。
所有者の捺印が取りにくい場合は、「代理者」の設計事務所が記名・捺印してもよい。
実施会社
実施会社欄は、診断・補強設計の実施者（構造事務所）を記入する。連絡先が意匠事務所で実施者と異なる場合は併記してよい。

耐震診断結果の概要書（評定2号様式）、補強計画等の概要書（評定3号様式）
記入上の注意
様式の使い分け

様式２：「耐震診断」評定の場合のみ使用。

様式３：「補強設計」または「耐震診断・補強設計」評定の場合に使用。
診断者（補強設計者）

診断・補強設計の実施者（構造技術者）を記入する。
建物概要

面積：地下階などを診断計算等の対象から外した場合などでは、診断対象面積を記入する。
現地調査結果及び材料強度

(1)コンクリート

圧縮試験強度は各階ごとの平均値の範囲（最小値～最大値）と、これに対応する標準偏差を記入する。
診断時強度は診断計算に用いたコンクリート強度の範囲を記入する。
(2)鉄筋
既存主筋および帯筋の材質と診断計算に用いた降伏点強度を記入する。なお、帯筋については主要な柱の配筋（径とピッチ）も記す。
補強計画

(1)補強方針
EXP.Jの処置、極脆性柱、壁抜け架構、煙突、ＣＢなどへの対策についても記述する。
(3)補強壁・鉄骨ブレース等の枚数

補強工法が複数種類になる場合は、工法ごとに縦の欄を区切って数を記入する。
Ｉs指標値、ＣT・ＳD値

PH階の診断結果も記載する。診断次数が本体と異なる場合は、余白または備考欄に記述する。
Ｓ造の場合には、ＣT・ＳD欄をｑ指標欄に書き換えて記入する。
電算ソフト
診断計算に用いた診断ソフト名とそのバージョン（判定取得の有無）を記入する。
考察

(1)建物の構造的特徴
隣棟とのEXP.J.の寸法、建物の平面的立面的形状および屋上工作物などについて記述する。
(2)診断で判明した耐震性能上の問題点
第２種構造要素の有無、大きな偏心、剛重比の不連続、壁抜け架構の存在など、耐震性能上の弱点を記述する。
備考

耐震診断の評定を既に取得している場合は、評定機関名、取得年月日、取得者名を記入する。
評定経過報告書（評定4号様式）　記入上の注意
日時
評定部会開催日ごとに作成する。古い方を下に、新しい方を上に綴じる。
メールなどによる質疑応答も、質疑日付で作成する。

指摘事項・検討事項
簡潔に要領よく記述する。単純な質問等もできるだけ網羅すること。
回答および処置
指摘された内容に沿って修正した場合は「修正した」だけでも良いが、検討すべき事項については、検討結果を簡潔に記述し、添付資料の標題・頁を示す。
資料頁
関係する資料頁は必ず記述すること。判定用資料の差替えで頁番号が変わった場合は、古い経過報告書も含めて、新しい資料頁に更新すること。
なお、資料の頁番号は、原則として前回資料の頁番号を踏襲し、追加頁は枝番を付け、削除頁番号は飛ばしてよいこととする。
[image: image1.emf]耐震診断・補強計画等判定のフロー

JASO判定会議事務局　2019/10/1

概要書

（判定会議事務局）

提出

各棟１部 提出

２部

判定４号様式

判定４号様式

（全会分）

判定2，3号様式 判定部会終了後提出

　所見・評定書の作成

判定様式5号、6号様式

入金確認後評定書等の交付

評定書等の交付

フロー 判定申込者 JASO

判定申込書

判定１号様式

判定2，3号様式

受付

部会担当者選任・期日設定

資料確認

申し込み内容の確認

評定用図書

評定部会

（必要な場合は修正・追加依頼）

評定経過報告書

概要書

（最終版）

最終評定部会

提出

説明

＊評定部会側の都合以外の理由で、３回を超えて

　開催する場合は追加手数料を請求する。

評定部会終了

評定経過報告書

＊部会毎に経過報告書作成のこと

第１回評定部会

説明

追加検討資料

指摘

　評定手数料の請求

評定申込の

取下げ等

判定部会継続困難と判断した場合は、書面をもって申込者等へ通知し

評定を打ち切ることができる。

この場合、評定業務量に応じて事務局で評定手数料を別途定めて申込

者へ請求する。

提出

報告書作成にあたっては、JASO評定用

図書作成要領を参照のこと。

申込者が自己都合により評定を取下げる場合は「耐震診断等評定取止

め届」をもって申し出ること。

この場合、評定業務量に応じて事務局で評定手数料を別途定めて申込

者へ請求する。

耐震診断報告書

または

耐震補強設計報告書

図書の保管

判定手数料

・

評定書交付

・

報告書作成

１部

請求書送付

評定手数料支払

評定手数料
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